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学校管理下における児童・生徒の心停止の現状は、これまで詳しいことは明かされていませんでしたが、2018
年に新たな研究が報告されましたのでご紹介します。この論文は、2009～2014年の過去6年間におけるデータ
（独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付データと総務省消防庁の全国救急蘇生統計のデータ）
を使用し調査した結果です。（kiyohara K et al. Circ J 2018; 82: 1026 – 1032 doi: 10.1253/circj.CJ-17-1237. Epidemiology 
of Pediatric Out-of-Hospital Cardiac Arrest at School ― An Investigation of a Nationwide Registry in Japan ― ）
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学校での心停止の実態が明らかに！！

“ 運動時 ” 
の心停止が
多い！！
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計画的な AEDの設置！！
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学校は目撃され
やすい！

＝救命の可能性
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◆ 目撃者による心肺蘇生・AEDの実施 ◆

教職員に加え
児童生徒に

” 救命教育 ”を！！
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◆ 心停止の原因 ◆
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【心原性の内訳】
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小学生向け 心肺蘇生・
AED副読本を無料配布！

News

教 材

学校レポート：関西学院中学部 編

http://aed-project.jp/download/index.html

減らせ突然死 検索

日本AED財団より毎年副読本20万部を無
料配布しています！

＜配布の条件＞
① 小学校の授業の中で、実技を含む心肺
蘇生・AEDの教育を行う。

② 実施後にアンケートに回答する。

お申し込みは、日本AED財団のホーム
ページをご覧ください。また、副読本と
先生向け解説書のデータ（PDF）も同様
のページに掲載していますのでぜひアク
セスしてください↓↓

News

救命事例
小学生親子が救命リレー
で命を救いました！

2018年6月29日、江戸川区西篠崎の飲食店で70歳の男性
が突然倒れ、心肺停止の状態となりました。そこに居合
わせた小学生親子らが連携し救命活動を行ったことで、
男性はみごと救命されました。
救命活動を行った石井さんは、ちょうど3月に救命講習を
受けていたため活動の中心に立ち、まず子どもたちに
『AEDを取ってきて』と、お風呂屋さんに行くよう指示
をし、その間心臓マッサージを交代で行いながら、AED
の到着を待ったそうです。AEDを取りに行った小学生は
「無我夢中で何も考えないで、頭真っ白なまま走った」
と答えていますが、彼らは救命のために非常に重要な役
割を果たしました。

関西学院中学部では、体育教員が中心となり中学2年生を対象に心肺蘇生の授業を行って
います。授業実施後に行ったアンケート調査の結果についてご報告します。
胸骨圧迫やAEDの理解だけでなく、その必要性を理解し、倒れている人に対し何かアクションを取ろうと
前向きに考える生徒がほとんどでした。
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Ｑ１：もし目の前で知らない人が倒れたら、声をかけて119番通報など何かできることをしようと思いますか？

Ｑ３：もし目の前で知らない人が倒れていて意識がなかったら、心肺蘇生法をしようと思いますか？

Ｑ４：もし目の前で知らない人が倒れていたら、ＡＥＤを使おうと思いますか？

Ｑ２：もし目の前で家族が倒れたら、心肺蘇生法をしたりＡＥＤを使おうと思いますか？

Ｑ５ みんなが心肺蘇生法を勉強したほうがいいと思いましたか？

【 生徒の声 】

いざとなったら難
しいと思うけど、
自分が一つの命を
救う力を持ってい
ることを自覚して
ちゃんと向きあい
たい。

一人でも多くの
命を助けたいと
思うから、この
ことはこれから
も心に留めてお
く必要があると
思った。

僕も一度このよう
な経験があり、意
識はなかったもの
の息と脈があった
ため救急車を待っ
た。本当に身近な
ことだと思う。


